
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 22 年 4 月 26 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

研究代表者の専門分野： 

科研費の分科・細目： 

キーワード： 

 
１．研究計画の概要 

映像メディアと連携した香り提示を行う
ことを目的として，家庭環境を想定した時間
的・空間的に局所的な香り提示技術の研究を
行う．ごく少量の香りをユーザの鼻先へ局所
的に届けることにより，時間的・空間的な局
所性を実現する．「空気砲」の原理を利用し
た香りプロジェクタの形状，駆動機構，駆動
パラメータなどについて理論的，実験的に研
究を行い，実用化へ向けた小型化，静音化，
効率化についての知見を得ることを目的と
する． 

 

２．研究の進捗状況 

小型化に関しては，待機時に体積をゼロに
することが可能な「扁平型空気砲」の提案，
機構設計，ハードウェアシステム試作，制御
プログラム作成を行い，動作パラメータを定
量的に制御可能な環境が整った．本システム
を使用して性能評価実験を行い，現有する通
常体積型（待機時にも一定の体積を有する）
空気砲と比較して遜色ない渦輪搬送性能を
有することが確認された． 

静音化に関しては，スピーカを空気押し出
し機構として用いたシステムに関する検討
を行った．スピーカ駆動電圧をステップ状に
加えると無視できないノイズが発生するが，
なめらかに増加する電圧を印可するとノイ
ズの発生は抑えられることを確認した．印可
電圧の傾き（急峻さ）は渦輪の飛距離・速度
に影響するため，状況に応じた適切なパラメ
ータ設定が必要であることが示唆された． 

効率化に関しては，開口部の形状と射出体
積・速度パラメータに関して検討を行った．
開口部のエッジを鋭角に構成すると，渦の巻

き込みが強くなり，濃い渦輪が構成されるこ
とがシミュレーションと実機実験の双方に
より確認された．射出体積・速度パラメータ
に関しては，むやみに射出体積や射出速度を
上げると，渦輪部分と渦輪を構成しない香り
付き空気（「尾」と呼ぶ）の分離が難しくな
り，狙った人物へ香りを確実に届けるための
安定性とトレードオフの関係をなす傾向が
観察された． 

 

３．現在までの達成度 

おおむね計画通り進行しているが，研究の
目的を達成するためには，いくつかの課題が
残されている． 

小型化に関しては，可視化のためフォグを
使用して性能評価実験を行った段階であり，
実際の香りを用いた検証が必要である． 

静音化に関しては，スピーカ駆動時に発生
するノイズが特定のモデルや構造に起因す
るものかどうか検証を行う必要がある． 

効率化に関しては，検討する要素が多岐に
わたるが，現状では十分網羅されているとは
言い難い． 

これらに加えて，実際の香りを人間に提示
した効果についても検証を加える必要があ
る． 

 

４．今後の研究の推進方策 
 小型化，静音化，効率化に関しては，研究
の進行にしたがって検証すべき要素が増え
てきたため，すべての要素について検証する
ことは困難と認めざるを得ない．そこで，上
記のうち特定の要素に対象を絞りつつも，設
計のための明確な知見を得ることを目標と
する．また，人間に提示した際の効果に関す
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る検証は，生体の状態（脳波，心電図，筋電
など）を計測可能な環境を整えた状況であり，
香り提示に対する反応の計測を試みる． 
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